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ୈ̏અ　弥生時代の鉄器加工

　４次調査では、弥生時代中期後半というશࠃతにもૣいஈ֊の、集落಺にお͚る鉄器加工のՄೳੑがࢦ
ఠされた10。それは報告書作成ஈ֊で出土遺構や遺物を分ྨ検౼していく過ఔでಋき出されたものであっ
たこと͔ら、今回の調査では関܎する遺構や遺物の検出に࠷ળをਚくした。そのため、竪穴建物跡の床面
付ۙの土はશてふるいにֻ͚、ྗڧな࣓ྗを࣋ͭωΦδϜ࣓石による࣓ண確認作業をࢼみた݁Ռ、ෳ਺の
建物跡͔ら鉄製品や小鉄片が発見された。
　鉄製品２఺は小ܕ౛ࢠのະ製品であるՄೳੑが高い。小鉄片は౰時の鉄器加工でഉ出される࢒片とࢦఠ
されるࢿྉである。·た加工۩のՄೳੑがある石器やϑΠΰ関࿈と想定される焼成粘土塊も৽たに出土し、
本遺跡にお͚る鉄器加工を૯合తに考࡯しうるࢿྉがଗった。
　ここでは、それらが出土した竪穴建物跡の特௃を੔ཧし、その構଄を考࡯したい。千曲川流域にお͚る
中期後半期の一般తな竪穴建物跡の場合、大きさが４～̼̒で、֎形がԁ形やପԁ形、۱ؙ方形をఄし、
主பは４本～̒本で、床面中央のややԞนدりにઙいࡼ状の࿍が１جある。本遺跡でも 4#19 や 4#20 と
いった、典ܕతな竪穴建物跡も検出されている。
　それらに対し、床面中央に࿍ではなく、ϐοτを࣋ͭ竪穴建物跡がෳ਺検出された。4#18、4#24、
4#29 は現場ஈ֊でそのϐοτを確認し、ʮ中央ϐοτʯとݺশした（ୈ̏ষୈ４અ）。中央ϐοτは建物跡
床面の中央付ۙに１جあり、ฏ面は֓Ͷପԁ形で、அ面形はᎬു状あるいは༗ஈ状の場合がଟい。大きさ
は長さ 50～80ᶲ、ਂさ 20～30ᶲఔ౓である。ϐοτ周ลの床面はඇৗにߗくక·り、床面が௚઀ඃ೤し
た部分がෳ਺見͔ͭる場合がଟい11。
　特௃తな 4#24 を見てみたい。大きさは 3�62ʷ3�30 ̼、４本主பの小Ϳりな۱ؙ方形の竪穴建物跡であ
る。௨ৗの࿍はなく、中央やや南よりにପԁ形でஅ面が༗ஈ状のʮ中央ϐοτʯを࣋ͭ。ϐοτの大きさ
は長さ 77ʷ෯ 62ʷਂさ 26ᶲで、ఈ面がߗ化し、埋土には୸化物をؚむ。中央ϐοτと主பの間の床面は
によって、ඃ೤によるม৭（分ੳ࡯土৕ബ片観）化し、部分తに੺৭化している。੺৭部分はՊֶ分ੳߗ
作༻であることが確認されている（ୈ４ষୈ̏અ）。床面付͔ۙらは小鉄片やຏ製石᭲ະ製品、石ਲ਼、ᑹ形

10　４次調査では஁໶遺構としているが、ਿࢯࢁの考࡯にैい、鉄器加工とした（ਿࢁ 2019）。
11　ඃ೤の状گは村上ګ௨ࢯの弥生時代の஁໶࿍分ྨᶙྨ（΄とΜど掘方をもたͣ、床面をその··࿍として࢖༻する状گにۙい）にࣅる

（村上 1998）。
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石器、ਕ器、Ꮟ石、砥石、台石の他に、ଠ形ൎਕຏ製石ිをస༻した石௤が出土している（ୈ̏ষୈ̑અ）。
こうした状͔گら本跡は小ن໛な作業工房であったとਪ測する。例え͹、小鉄൘を加工する作業において、
床面の೤ݯで༧め鉄൘を੺める過ఔ等で、床面がඃ೤して੺化したのだΖう。·た台石上での੾அや砥石
によるݚຏを床面上で行う場合、中央ϐοτは工人が଍をೖれる等の目తでར༻した、作業にඞ要なϐο
τと考えた。
　中央ϐοτを࣋ͭ竪穴建物跡は過去の調査事例もؚめて、中期後半期で７ݢ確認された（ୈ 22 ද・ୈ

115 ਤ）。建物ن໛や形状͔ら、۱ؙ方形で 4�5 ̼ະຬの小ܕタΠϓ（２号ॅډᅿ、4#18、4#24）と、ԁ形·
たはପԁ形で 4�4～̼̒の中ܕタΠϓ（̏号ॅډᅿ、4#04、4#25（4#14）、4#29）に分͚られそうである。中
央ϐοτの埋土や建物床面͔ら石器のണ片やࡅ片がൺֱతଟく検出される遺構（̏号ॅډᅿ、4#04、4#25

（4#14））もある。鉄製品や小鉄片の出土਺はܾしてଟくない఺͔ら、こうした工房಺では鉄器加工にݶ定
せͣ、石器製作や木器加工等のख工業生࢈తなෳ਺の作業が行われていたと考える΂き͔もしれない。
　県಺で初めて、弥生時代中期後半期の竪穴建物跡಺͔ら鉄製品（൘状鉄ි）が発見されたಉ͡長野ຍ地
の長野市य़̗ࢁ遺跡12 でも、中央ϐοτを࣋ͭ竪穴建物跡を１ݢ確認した（4#40）（長野県埋文 1999）13。中

ୈ 22 ද　鉄器加工等工房のՄೳੑがある竪穴建物跡（弥生時代中期後半期）

遺跡名 遺構名 形状・ن໛ 床面・ඃ೤部 中央ϐοτ 主な遺物
南大原

（̏次）
２号ॅډᅿ ۱ؙ方形

4�30ʷ3�90 ̼
主பɿ４
ϕοド状

ష床
中央がݎ៛

̥１
0�60ʷ0�45 ̼
ਂさෆ明
焼土なし

土器のみ、石器なし

ʏ

̏号ॅډᅿ ԁ形
4�90 （̫3�50）
主பɿ２以上

中央ష床、ݎ៛
ඃ೤ɿ͔̏所

（小ൣ囲）

̥̑（Ꭼു状）
0�90ʷ0�75ʷ0�25
焼土গྔ、石器の
ണ片・ࡅ片ଟྔ

土器、ଧ製石᭲、ຏ製石᭲、
石ਲ਼、ۄ؅、石器ണ片・ࡅ片

南大原
（４次）

4#04 ԁ形
4�40ʷ4�30 ̼
主பɿ４

中央に地床࿍、࿍
ԣの床面ඃ೤

Ꭼു状
0�6ʷ0�5ʷ0�2 ̼

土器、土製ԁ൘、台石、砥石、
Ꮟ石、ᑹ形石器、石ਲ਼、ണ片

（ώεΠ・νϟーτ・ทؠ）
南大原

（̑次）
4#18 ۱ؙ方形

3�82ʷ3�70 ̼
主பɿ̏以上

中央ݎ៛
中央北นدりにઙ
い地床࿍

Ꭼു状・ఈ部ฏୱ
0�48ʷ0�24ʷ0�24 ̼

小鉄片、土器、砥石、石器ണ
片・ࡅ片

（本跡が੾る 4#17 出土の鉄製品
は本跡にؼଐするՄೳੑあり）

ʏ

4#24 ۱ؙ方形
3�62ʷ3�30 ̼
主பɿ４

中央ݎ៛
ඃ೤部ෳ਺あり

༗ஈ状・ఈ部ߗ化
0�77ʷ0�62ʷ0�26 ̼

小鉄片、土器、台石、砥石、
Ꮟ石、石௤、ਕ器、石ਲ਼、ᑹ
形石器、ຏ製石᭲ະ製品、石
器ണ片・ࡅ片

南大原
（４・̑次）

4#25
（4#14）

ԁ形
6�14ʷ6�28 ̼
主பɿ৽７ɼ̑چ

建替え・֦ு１

中央南東の床面に
ありج２

Ꭼു状
৽ɿ
0�70ʷ0�60ʷ0�35 ̼
ɿچ
0�80ʷ0�70ʷ0�42 ̼

鉄鏃、小鉄片、焼成粘土塊、
土器、土製ԁ൘、台石、Ꮟ石、
砥石、ਕ器、ࡲ੾۩、ᑹ形石
器、ଧ製石᭲、ຏ製石᭲、ຏ
製石ි片、ώεΠ製品、石器
ണ片

ʏ
4#29 ପԁ形

6�08ʷ5�84 ̼
主பɿ４以上

ష床、主ப಺側が
ඃ೤２͔所、៛ݎ

ෆ੔形
0�65 （̫0�24）̼
ਂさෆ明

小鉄片、焼成粘土塊、土器、
Ԝ石、ਕ器、石ਲ਼、ᑹ形石器、
ଧ製石᭲、石器ണ片・ࡅ片

य़ࢁ # 4#40 ԁ形
5�75ʷ5�55 ̼
主பɿ̒

ష床、床面中央޿
ൣ囲に石器ࡅണ片
ؚむ୸૚分布

111（ପԁ形）
0�70ʷ0�55ʷ0�20 ̼
࿍と出ೖޱの中間。
ଯ積する୸૚に石
器ࡅണ片ؚむ

土 製 ԁ ൘ 66 ఺、 ࣛ ֯ ２、 ੺
৭إྉ、νϟーτണ片・ࡅ片
2974 、片ࡅ・石ണ片༵ࠇ、̶
ਕ器、ຏ石、Ꮟ石、ຏ製石ි
ະ製品、ຏ製石ි
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第 115 図　鉄器加工等作業場の可能性のある竪穴建物跡
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央ϐοτ಺や周囲の床面等͔らνϟーτのണ片やࡅ片が̏ᶵۙく発見されていて、石器製作跡と想定され
ている。この建物跡も中央ϐοτ周ลの床面がߗ化し、ඃ೤した部分もあること͔ら、೤ݯがඞ要な鉄器
加工等も行われていたՄೳੑが出てきた。
　４次調査後に、本遺跡のৄࡉな分ੳを行ったਿࢁ࿨℄は、南大原遺跡で行われていた鉄器製作は、ඇৗ
に؆ૉな形ଶをఄしていたՄೳੑがあり、高Թを༻いる೤間஁଄とはҟなり、ࡋஅやݚຏを中৺とした鉄
器加工にॏきを置いていたと考࡯する。そして中期後半期の 4#11・12（4#30（4#11・12）とಉ一）、4#14

（4#25（4#14）とಉ一）を鉄器製作遺構と認定している（ਿࢁ 2019）。4#30（4#11・12）は確͔に鉄ᮓが出土
し、床面がඃ೤していて、加工۩としての石器や、焼成粘土塊も確認されている。今回は中央ϐοτが明
ྎではなく、一ཡ͔ら֎したが鉄器加工が行われていたことを൱定するものではない。
　なお、今回の調査で 4#30（4#11・12）は建替え֦ுが行われた 10 ̼を௒す௒大ܕ竪穴建物跡であり、
集落の中ではൈきΜでたن໛をތることが明ら͔となった。·た祭祀ۭ間と想定される環状土坑列が北に
ۙ在する等、༗ྗ者·たは集落ڞ༗の建物としての໾ׂも想定しうる。ઌのय़̗ࢁ遺跡でも൘状鉄ිは、
床Լϐοτに࢖༻ࠟ跡のগない׬形のຏ製石ි̑఺を一ׅ埋ೲした特घな竪穴建物跡（4#01）͔ら発見さ
れていて、鉄製品のرগੑをཪ付͚る事例ともいえる。本遺跡においても鉄ᮓが発見された 4#30（4#11・

12）は、そうした特घੑを࣋ͭ建物であったのではな͔Ζう͔。
　なお、後期前半期の 4#13（４次）や 4#23 も、鉄᭲や小ܕ౛ࢠະ製品等の鉄製品や小鉄片、焼成粘土塊、
台石や砥石等の֤種石器が出土していて、鉄器加工等が行われていたՄೳੑが高い。ಉ͡時期の 4#27 は
ຏ製石器の製作ࠟ跡がある。中期͔ら後期΁、集落やॅډの形ଶや土器༷૬等がม༰するը期にあって、
こうしたख工業生࢈がどのようにܧঝされていくの͔、今後検౼す΂き՝୊である。
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೟⃋田Ղஉ 2020ʮ鉄器・੨ಔ器͔らみた޿域流௨ωοτϫーΫʯh 弥生時代の東西交流ʕ޿域తな࿈ಈੑを考えるʱ西૬໛考古ֶ

考古ֶஊ࿩ձ編ݿձ・ฌڀݚ

町田উଇ 2020ʰҴ作とΫχの஀生ʕ৴भと北部۝भʕʱ長野県ཱྺ࢙ؗྩ࿨２年౓ळاقըలਤ録

村上ګ௨ 1998ʮ̏　弥生人の鉄器生࢈ʯh シリーズ日本࢙のな͔の考古ֶ　࿧人と鉄の考古ֶʱ੨木書ళ

村上ګ௨編 2017ʰϞノとٕज़の古代࢙　金ଐ編ʱ٢川߂文ؗ

12　長野ຍ地の北東に位置し、千曲川ӈ؛の自然堤防上に弥生時代中期͔ら後期の集落跡が形成される。中期後半期の竪穴建物跡は 12 ج
確認され、古ஈ֊の竪穴建物跡͔ら鉄石ӳ製のۄ؅製作、ຏ製石ි製作、༗޸土製ԁ൘の加工をࣔす遺構遺物が出土。特定ॅډにݶ
らͣ、す΂てのॅډでෳ਺の生業のࠟ跡をとどめる集落である。৽ஈ֊の焼ࣦՈ԰ 4#01 ではଟ਺のຏ製石ිとともに鉄ිが出土した

（ӓډ 1999）。
13　報告書ではʮ作業༻ϐοτʯとݺশされている。




